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西
武
線
で
池
袋
か
ら
約
四
十
分
。 

 

駅
名
〈
小
手
指
〉 

 

読
み
方
も
わ
か
ら
な
い
駅
に
、
初
め
て
着
い
た
の
は
、
昭
和
五
十
一
年
の
春
だ
っ
た
。
街
と
呼
ぶ
に
は
程
遠
い
駅

前
は
、
雑
草
の
織
り
な
す
緑
の
中
に
、
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
を
ち
り
ば
め
た
、
鳥
や
虫
達
の
楽
園
だ
っ
た
。
学
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
私
は
、
こ
の
「
こ
て
さ
し
」
に
あ
る
会
社
の
独
身
寮
か
ら
、
社
会
人
の
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
の
だ
。 

 

電
車
が
走
り
出
す
の
を
待
っ
て
構
内
の
遮
断
器
が
上
が
る
、
一
つ
だ
け
の
ホ
ー
ム
。
夕
方
に
な
る
と
、
た
だ
一
軒

の
駅
前
商
店
が
店
を
出
す
。
焼
き
鳥
の
屋
台
が
電
気
を
灯
す
の
だ
。 

 

「
お
じ
さ
ん
！
ビ
ー
ル
と
焼
き
鳥
五
本
、
塩
で
」 

数
人
の
同
僚
と
、
商
店
街
の
発
展
に
寄
与
し
て
帰
る
の
も
、
日
課
の
一
つ
だ
っ
た
。 

 

休
み
の
日
は
、
付
近
に
点
在
す
る
雑
木
林
を
散
策
す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
秋
風
の
中
、
軟
ら
か
く
積
も
っ
た

落
葉
の
小
径
を
散
歩
す
る
私
は
、
武
蔵
野
の
（
日
曜
独
歩
）
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
林
を
抜
け
る
風
が
、
日
増
し

に
冷
た
く
な
っ
て
く
る
頃
に
は
、
木
々
の
間
に
、
遠
く
青
々
と
し
た
富
士
山
が
姿
を
見
せ
は
じ
め
た
。 

 

歴
史
上
、
古
い
時
代
に
地
名
が
出
て
く
る
。 

 

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
年
）
五
月
八
日
。
新
田
義
貞
は
、
鎌
倉
に
い
る
北
条
高
時
を
攻
め
る
た
め
、
群
馬
県
新
田

郡
、
生
品
明
神
で
旗
挙
し
た
。
十
日
に
は
入
間
川
の
北
岸
に
到
着
し
陣
を
整
え
る
。 

一
方
鎌
倉
幕
府
は
、
義
貞
の

挙
兵
に
驚
き
、
桜
田
貞
国
を
将
と
す
る
軍
勢
を
、「
小
手
指
ケ
原
」
に
向
け
て
発
進
さ
せ
た
。 

 

五
月
十
五
日
、
両
軍
相
ま
み
え
た
の
だ
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
勝
敗
が
着
か
ず
、
新
田
方
は
入
間
川
に
、
北
条
方

は
久
米
川
に
退
い
た
。
翌
日
、
再
び
合
戦
と
な
り
北
条
方
は
敗
れ
て
今
の
府
中
ま
で
退
く
。 

そ
の
後
二
十
二
日
、

義
貞
は
遂
に
鎌
倉
を
攻
め
落
と
し
た
。 

 

当
時
の
古
戦
場
跡
が
、
駅
の
近
く
に
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
義
貞
が
源
氏
の
白
旗
を
立
て
た
と
言
わ
れ
る
「
白
旗

塚
」
を
は
じ
め
、
「
誓
詞
が
橋
」、
「
兜
掛
け
の
松
」
な
ど
で
あ
る
。 

 

現
在
は
駅
か
ら
白
旗
塚
を
回
り
、
北
野
天
神
へ
と
続
く
歴
史
散
歩
コ
ー
ス
が
狭
山
の
茶
畑
の
中
に
あ
る
。 

 

入
社
二
年
目
以
降
こ
の
地
を
離
れ
て
い
た
が
、
何
度
か
の
転
勤
の
後
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
再
び
こ
の
街
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
家
庭
を
持
ち
、
三
人
の
娘
が
誕
生
し
た
。
過
ぎ
去
っ
た
時
代
と
共
に
風
景
も
変
わ
り
、
緑
と

黄
色
の
草
む
ら
だ
っ
た
空
地
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
白
い
建
造
物
が
混
在
す
る
空
間
に
変
わ
っ
た
。 

 

駅
は
跨
線
橋
の
上
に
移
り
、
ホ
ー
ム
も
二
つ
に
増
え
た
。
出
入
口
が
南
北
に
で
き
、
駅
前
か
ら
は
路
線
バ
ス
も
出

て
い
る
。
都
会
風
の
綺
麗
な
店
舗
や
、
モ
ダ
ン
な
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
駅
付
近
に
立
ち
並
び
、
焼
き
鳥
の
屋

台
は
も
ち
ろ
ん
残
っ
て
い
な
い
。
大
規
模
な
建
物
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
周
辺
に
は
、
ま
だ
ま
だ
雑

木
林
や
茶
畑
が
残
り
、
過
ぎ
た
歳
月
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誕
生
に
よ
り
所
沢
は
全
国
に
名
が
知
れ
わ
た
り
、
小
手
指
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
名
を
あ
げ
た
。
こ

ち
ら
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
り
も
、
漫
画
タ
ブ
チ
く
ん
の
ほ
う
が
功
労
者
な
の
だ
ろ
う
。
近
所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
田
淵

選
手
も
住
ん
で
い
た
。 

 

独
身
時
代
と
現
在
と
合
わ
せ
て
七
年
。
人
生
の
五
分
の
一
を
こ
の
地
で
過
ご
し
た
事
に
な
る
が
、
今
後
何
年
住
め

る
の
か
は
、
会
社
ま
か
せ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
さ
し
ず
め
、
古
戦
場
跡
の
あ
る
街
小
手
指
は
、
企
業
戦
士
達
の
休
息

地
に
な
っ
た
よ
う
だ
。 


